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研究背景
堺市大美野住宅地は昭和初期に
欧州の田園都市をモデルとして
開発され､接道部にはカイヅカイ
ブキの生垣が設けられ個性ある
風景を生み出していたが､近年の
住宅更新に伴って生垣の減少が
課題となっている｡

研究目的
本研究では住宅更新に伴う接道部
の緑の変化実態とともに生垣に

対する居住者の意識を明らかにし､
接道部の緑の継承と新たな蓄積に
向けた課題と方向性を探った。



研究背景

第1章 研究の目的及び方法

第2章 大美野の敷地更新が
接道部の緑に与えた影響

第3章 大美野の居住者の生垣
に対する意識とこれからの課題

第4章 大美野の緑の継承と新たな蓄積

堺市大美野住宅地は昭和初期に
欧州の田園都市をモデルとして
開発され､接道部にはカイヅカイ
ブキの生垣が設けられ個性ある
風景を生み出していたが､近年の
住宅更新に伴って生垣の減少が
課題となっている｡

研究目的
本研究では住宅更新に伴う接道部
の緑の変化実態とともに生垣に

対する居住者の意識を明らかにし､
接道部の緑の継承と新たな蓄積に
向けた課題と方向性を探った。
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調査対象地の概要

カイヅカイブキを中心とした街並み
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１軒あたり2.97軒に分割



１軒あたり2.97軒に分割
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１軒あたり2.97軒に分割
⇒小区画化している

平均敷地面積478.9㎡から320.0㎡に減少

















第2章 まとめ

建て替え・分割

敷地更新が接道部の緑の変化に与えた影響
維持

建て替え 分割

増改築

維持・増改築

⇒接道部緑被延長率が70％
以上の軒数割合にほとんど
変化が無く､接道部の緑は
継承されている｡

⇒接道部緑被延長率が70％
以上の割合は大幅に減少し､
特に分割された敷地では
接道部に緑の無い敷地の割合
が著しく増加しており､敷地分割
や建物の建て替えによって
接道部の緑が消失している
ことが明らかになった 。



第3章 アンケート調査方法

調査方法

・調査対象地の各戸に投函する
方法で配布
・回収方法は郵便によって返送
してもらう郵送留置方式を採用
・平成20年11月に配布

調査内容

□生垣の設置状況
・生垣の有無
・建築暦
・生垣の植栽時期

□生垣を植えている理由・
植えていない理由

□生垣が続く街並み景観を維持・
増加させるための課題
・生垣を維持するためのルール
・生垣を充実させる工夫

□カイヅカイブキの生垣の重要度
配布数 有効回収数 有効回収率

1305 443 33.9%
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生垣を植えている理由・植えていない理由①



生垣を植えている理由・植えていない理由①



生垣を植えている理由・植えていない理由②
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生垣が続く街並み景観を維持･増加させるための課題①
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生垣が続く街並み景観を維持･増加させるための課題②



生垣に対する評価
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生垣に対する評価



まとめ

□敷地分割や建物の建て替えによって接道部の緑が
消失し､カイヅカイブキの生垣によって育まれてきた個性
ある風景が失われつつあること

□生垣の有る居住者の街並み景観に対する意識は高いものの､
必ずしも厳格なルールを求めていないこと

○生垣の大切さについてのPR活動
○大美野の地域性や地域課題の共有を図るためのワークショップの開催
→生垣が無い新しい居住者に対する意識啓発を図る
→段階的に緑地協定や景観協定の締結を目指すことが求められる
○生垣助成などのサポート面を充実させることも望まれる


